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z 設立趣意書 

 私たちは、社会環境の整備と自然環境との調和の中、地域に責任ある会社として、

また、一個人として、何ができるのかを考え、今まで設計や施工において携わって

きた魚道に注目しました。 

 現在、洪水時の土砂流出や流木等により、期待した効果が得られない魚道が散見

されます。 

 そこで私たちは、行政だけに頼るのではなく、自分たちができる維持管理を行い、

地域環境の改善に貢献していきます。 

 

z 目  的 

 魚の心が分かる魚道づくりを最大のテーマに、魚道についての研究・啓蒙に関す

る事業と維持管理のなかでボランティア活動を行い、自然環境の回復に寄与する事

を目的とします。 

 

 

z 事  業 

1. 魚道に関する科学技術の振興を図る事業 

2. 河川に生息する水棲生物に関する学術、文化の振興を図る事業 

3. 河川環境の保全を図る事業 

4. 魚道の維持管理に関わる事業 

5. 河川に生息する魚類等の調査・研究に関わる事業 

 

z 当面の取り組み 

1. 設立記念講演会実施 

2. 道南の魚道調査 

3. 道南魚道マップ作成 

4. 魚道の維持管理活動（ボランティア） 

5. 地域活動と連携した稚魚の放流 

6. 間伐材を利用した魚道の研究 
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道 南 魚 道 研 究 会 
設立総会・記念講演・記念懇親会 

開催日：平成１７年７月１２日（火） 会場：花びしホテル 

総会の議長を務める戸沼会長 

総会の司会：事務局 佐藤幹事 

日本大学理工学部 
安田助教授 講演 

林野庁水源地治山対策室 
花岡室長 講演 

戸沼会長の開会挨拶 今後の活動について：三好副会長

記念講演会場の様子 

設立総会会場の様子 



 

■記念懇親会■ 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸沼会長の挨拶 司会役の中塚幹事長 

来賓代表の挨拶を頂いた 
北海道水産林務部 

和田治山課長 

これからの活動説明 
久保副会長 

プロジェクターで映し出された作成中の道南魚道マップ 

懇親会会場の様子 

乾杯のご発声を頂いた 
北海道渡島支庁 

藤島経済部長 

締めの乾杯のご発声を頂いた 
北海道森林土木協会 

   竹内会長 

道南魚道マップの紹介 
事務局 奈良幹事 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

魚 道 現 地 研 修 会 
            開 催 日：平成１７年７月１３日（水） 
            場   所：川汲川 №1 谷止工魚道 
                     

箱メガネで堰堤下の魚を探す浅間幹事 
20cm 前後のイワナ（アメマス）が確認された 
 

完成したばかりの川汲川 No.1 谷止め工魚道 
プール間の隔壁に傾斜壁を採用し、越流天端も傾斜さ

せるなど工夫が施されている 

短パンに着替えて、素足でプール内の流況を探り、

参加者に流れの挙動を説明する安田先生 

魚道入り口に集まり、魚道構造について思い思いの意

見を交わす参加者たち 

集合場所の駐車場にもどり、参加者からの質疑に答え

る安田先生 

プール内に人を配置しを遮蔽物と見たてて、流れの挙

動変化を解説する安田先生と聞き入る参加者 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成１７年度 魚道清掃ボランティア活動 
            開 催 日：平成１７年９月２３日（金：秋分の日） 
            対象魚道：原木川第１号砂防堰堤魚道 
                    第２号砂防堰堤魚道 

清掃ボランティア参加者に挨拶する戸沼会長 
 

プール内の土砂撤去の様子 
写真中央は渡島支庁林務課 新林課長 

 

魚道内に並んで土砂撤去 
みなさん、カメラ目線で・・ 

 

↑プール内の土

砂を一斉に撤去

している様子 
←もくもくとス

コップで土砂を

掻き出す松本幹

事 

引っかかっている流木

の撤去 
写真中央は戸沼会長 

←道立漁業研修所の

研修生たち 
かれらの貢献度はと

ても大きかった 

北大水産学部の山下

助教授と学生たち 
清掃の後のひととき

→

汗をながし活動を終

えて挨拶する渡島支

庁経済部 藤島部長

(←左)と、はこだて未

来大学 長野教授

(右→) 

←活動を終え

て、トーパスヴ

ィレッジ・ムー

イで焼き肉会 
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 魚道に関する研究会設立というのは、２年ほど前

から話しがありました。それは、どうも我々は、魚

道を実際に造りはするが、作ったあとの魚道に魚が

上っているのだろうか、洪水などで壊れたり、埋ま

ってたりしてはいないだろうか、今、ちゃんと魚が

上れているのだろうか・・などに関心がなさ過ぎる

のではないだろうか、という話しで、それでは、施

工業者が会をつくり、維持管理のお手伝いをしよう

ということでした。しかし、いざ会を作った場合、

なんとなくどういうことになっていくのか想像がつ

かなかったのです。それが、今年になって２月１７

日ですが、６名の方々といろいろ魚道についての議

論をする機会があり、なんとかこれを魚道研究会と

いう形で立ち上げて、活動していこうという結論に

至りました。第１回目の準備会は、５月２３日から

始まって、６月１３日、７月４日と準備会を重ね、

徐々に形になっていき、第２回の準備会６月１３日

では、そこまでに集まったメンバーで、八雲の鉛川

で魚道見学をしようということになりました。そこ

は、施工中の魚道や、昨年、一昨年と設置されたば

かりの魚道、それから水産課で設置したずいぶん古

い魚道もあり、非常に魚道を見て勉強するにはいい

場所だったのです。また、すぐそばに「おぼこ荘」

という旅館があり、その日の内に、約一日かけて議

論し、なんとか７月中に研究会を立ち上げたいとい

うことになりました。その間、三好さん（三好建設

社長）が日大の安田先生とお知り合いで、安田先生

に７月ぐらいに道南魚道研究会を立ち上げたいこと

と、設立総会と一緒に第１回目の講演会は、ぜひ安

田先生にお願いしたいことをお話しましたところ快

く引き受けていただきました。また丁度、花岡室長

は、安田先生が林野庁で「河畔林と魚道に関する報

告書」をまとめて３月に発表されていると言うよう

な関係もありまして、講演のお願いをしたところ、

スケジュールの問題もありましたが、調整していた

だき、講演をしていただけるということになったの

です。これが今までの会設立と記念講演実施までの

大まかな経緯です。 

 川に入り工事をするわれわれは、もっと川に棲む

魚のことや他の生物のことに関心を持たなければな

らないこと、せっかく魚のために造った魚道が、魚

にとっていい道であり続けてほしいと願うことが大

事なことではないだろうか。しかし、いい状態を保

つための維持管理が財政的に難しくなって来ている

今、地域に住むわれわれが、ほんのちょっと力を出

し合い魚道内の土砂の排除や流木の除去といったこ

とをすれば、川に棲む魚の生息環境の保全や改善に

大きく繋がっていくのではないだろうかと思います。

そういうことを「願い」「目標」として道南魚道研究

会が２４社の法人会員と７名の個人会員で立ち上が

りました。 

 道南魚道研究会は、その「願い」を少しでも実現

し、地域社会に貢献していきたいと考えております。 

以 上 

巻  頭  言 

道 南 魚 道 研 究 会 設 立 と

記 念 講 演 開 催 に あ た っ て

道南魚道研究会 会 長 
戸沼建設株式会社 代表取締役 
       戸沼 平八 
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－司会者より講演に先立ちプロフィールの紹介－ 

 ご講演をいただく安田先生のプロフィールを簡単

にご紹介します。 

 安田先生は、昭和 38 年東京生まれで、昭和 61 年

に日本大学理工学部土木工学科を卒業されその後大

学院に進まれ、卒業後土木工学科助手を経て、現在

は日本大学理工学部土木工学科助教授でおられます。

先生は水理学が専門でございまして、水の流れの研

究から魚道を考え、これから見ていただくビデオは、

ＴＢＳテレビで放映された動物番組「どうぶつ奇想

天外」の中で、先生の魚道に対する取り組みが紹介

されているものです。とてもユニークなアイデアで

しかも水理学的に裏付けされた魚道を考案され、み

ごとに大量の魚を遡上させた記録のビデオです。安

田先生の紹介を兼ねましてそのビデオを見ていただ

きたいと存じます。 

 

 －会場の大型スクリーンでビデオの放映 

それでは、「多様な水生生物に配慮した魚道と河川環

境改善の一例」について安田先生のご講演をお願い

します。（司会者） 

 

－安田先生の講演－ 

 今、紹介にあずかりました、日本大学の安田でご

ざいます。どうぞよろしくお願いします。 

 魚道の研究自体、私自身が取り組んだのは６年前

からで、始めたきっかけというものは、長崎大学の

甲殻類分類学者の先生がおりまして、川に構造物を

造ると、甲殻類のエビやカニがなかなか上りづらく

なっている、という問題設定を土木学会に発表しに

来られました。実際、エビが上っている状況をなか

なか目の当たりにすることができませんので、ぜひ

見てみたいと思い、じかに長崎に行って彼らが甲殻

類の遡上調査している状況を見せてもらったのです。

そのとき、これならば私の長年の研究テーマに生か

せると思い、エビを救えると思い、確かな魚道を仕

上げるという研究をするきっかけになったのです。

それから甲殻類や底生魚を意識して魚道製作をしま

して、実際にそれを成功させたという点では考究的

な了知ですね。よくカニなどが上り易いということ

で魚道にロープを設置し、モクズカニを上らせると

いうことは、かつてやっていたわけですが、恒久的

な魚道として６つぐらいモデルとして取り組んだの

は、多分今までにはないと思われます。今日の講演

としましては、資料に書いてあります「水生生物に

配慮した魚道と河川環境改善の一例」ということで

す。多様な水生生物という言い方をすると、多くの

様々な設定がありますが、一般的に「川に何がいて、

どこの川でも、そういういろいろな生き物がいなく

てはいけない」、というような押し売り的な話しでは

なく、もともとその河川にいる生き物そのものをい

かに保全していくか、その種の数を増やしていくか

で、そこに河川横断構造物がいわゆる阻害をしてい

る場合、それを多少なりとも補助をする形で魚道と

設 立 記 念 講 演 会 

健全な水生生物に配慮した魚道と

河 川 環 境 改 善 の 一 例

日本大学理工学部土木工学科 
助教授（工学博士） 
       安田 陽一 
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 ご紹介いただきました、林野庁水源地治山対策室、

室長の花岡でございます。安田先生の方から、河川

流域の自然環境の保全や改善、魚道のお話など、大

変わかりやすく、興味深いお話やご説明を頂いた後

に、どういう話をしたらよいかということなのです

が、会場には普段から治山事業を展開して頂いてい

る関係者の方々が大勢いらっしゃいますので、私も

そういう関係者として、行政側からの視点で、どう

いうところが課題かというところを復習程度にさせ

てい頂こうと思います。中身的に、あまり難しい話

をする訳ではありませんので、どうぞ気楽に聞いて

頂きたいと思います。 

 

 「健全な水循環系」と言うのは非常にむずかしい

用語です。最近、役所でよく使っていて、よく耳に

する用語です。それは、水環境をめぐってどういう

課題があるかということなのです。私ども森林サイ

ドでは、従来から林業の生産活動からなる森林整備

が習慣的におこなわれています。しかし、上流域か

ら下流域、そして海に至る全体の中での環境の悪化

に対し、その森林整備に遅れがあるとも言われてい

ます。また、渓流の生態系についても、いろいろな

意味で、これまで以上にさらに配慮が必要であると

言われてきております。洪水や渇水被害の危険性が

増大すると、山地災害の危険性も増大するわけです

が、今年はつい先頃まで、西日本を中心に渇水状況

が大変だと言うことでかなりのダムなどで取水制限

をしておりましたが、ここのところ急に雨が降りま

して、降り出してしまうと、九州や新潟などのよう

に非常に局所的な現象の災害が発生しているという

状況です。 

 また、豊かな海や渓流生態系保全ということで、

最近は森から海にかけての全体としての保全がよく

言われています。そういうものの中で、なかなか山

の方は森林整備も遅れているのですが、下流側から

上流側まで視野に入れての取り組みがおこなわれて

設 立 記 念 講 演 会 

健 全 な 水 循 環 系 の

    構 築 に 向 け て 

林野庁水源地治山対策室 
 室  長 
       花岡 千草 
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 安田先生や花岡室長のお話は、函館では滅多に聞

ける内容ではなく、同研究会といたしましては、今

後の活動への助言と受け止め、会長以下、会員全員

で勉強していきたいと思います。 

 

 当研究会は、本日設立総会を終えたばかりの会で

ございます。会としてはまだまだでございますが、

「魚の心がわかる」魚道造りを最大のテーマに活動

する所存でございます。 

 今後の活動といたしまして、お手元の資料にもあ

りますように、当面、道南にある魚道の現地調査を

行い、それをもとに研究会がボランティアで出来る

場所を決定し、魚道の維持管理を行いたいと考えて

おります。 

 今、プロジェクターに映し出されている、魚道位

置プロット図は、会の設立に先立ち、準備会の中で

現在設置されている魚道位置や個数など、各方面に

ご協力をお願いまして情報を提供して頂き、それを

プロットし作成した魚道位置図です。この場をお借

りしまして、ご協力いただいた関係各位の部署、皆

様にお礼を述べさせて頂きます。ありがとうござい

ました。また、今後ともご協力の程、よろしくお願

い致します。 

 今のところ、水産、林務、建設を合わせると１９

５基もの魚道が渡島半島内にあることになっており

ます。位置、個数など、まだ現在調査中のため概数

的なものになっておりますが、これをさらに、個々

の情報を盛り込み精度を上げて、「道南魚道マップ」

として、来年完成にむけ製作中でございます。完成

の折には、皆様方にご報告したいと思います。 

 道南魚道研究会がこの道南の地域環境の改善に、

何か一つでもお役に立てるよう活動していきますの

で、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

設 立 記 念 講 演 会 

お わ り の 挨 拶 と

今 後 の 活 動 に つ い て

道南魚道研究会 副会長 
三好建設工業株式会社 
代表取締役社長 
       三好 博己 
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平成 18 年 1 月末までの活動報告 

 
平成 17 年 

 2 月 17 日：第 1 回準備会 

     場所：戸沼建設㈱   6 名       

   議題：道南魚道研究会設立について 

 

 5 月 23 日：第 2 回準備会 

   場所：戸沼建設㈱ 10 名       

   議題：道南魚道研究会設立と魚道の勉強会に  

           ついて 

 

 6 月 13 日：魚道見学会 

  場所：八雲町鉛川地区魚道施工箇所(5 箇所)      

   「魚道の現状についての基礎的な研修」 

 

     

  ＜ 研 修 内 容 ＞ 

     ・タイプ別の魚道形式について 

     ・魚道の機能と部位名称について 

     ・魚道の現状について    

    

 第３回準備会（見学会終了後） 

   場所：小牧荘 16 名 

  議題：道南魚道研究会設立にむけての経過報告 

 第３回準備会(上写真)では、魚道位置情報資料の

収集状況や、今後の展開について話し合われた。 

 

 7 月 4 日：第４回準備会 

   場所：戸沼建設㈱ 13 名       

   議題：設立総会と記念講演について 

  

 

平成１ ７ 年度（平成 18 年 1 月末まで） 

       道南魚道研究会 活動報告

9 月 23 日魚道清掃 9月 3日檜山地区現地魚道調査研修 
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 7 月 12 日：設立総会 

   場所：花びしホテル 

       法人会員 24 社           

              個人会員  7 名 

 

 

  設立記念講演会 

 同日、総会終了後、同ホテルにて 

        参加者数：１８７名 

            民間企業・個人    114 名 

            関係官庁・研究機関 73 名 

 

  ＜記念講演＞ 

 

  「多様な水生生物に配慮した魚道と 

                          河川環境改善の一例」 

       講師：日本大学理工学部土木工学科 

          助教授 安田 陽一 氏 

 

  「健全な水環境系の構築に向けて」 

       講師：林野庁水源地治山対策室 

          室  長 花岡 千草 氏 

 

 

  設立記念懇親会 

   来賓代表挨拶 

      北海道水産林務部 

          治山課長 和田 良一 氏 

      北海道渡島支庁 

          経済部長 藤島 浩晃 氏 

      北海道森林土木建設業協会 

          会  長 武内 一男 氏 

  

 7 月 13 日：魚道見学会 

   場所：函館市川汲川、治山堰堤魚道  27 名 

    講師：日本大学理工学部土木工学科 

                助教授 安田 陽一 氏 

 研修内容：魚道機能と魚道内の水の流れについて 

 

 

 8 月 29 日：現地魚道勉強会 

参加者からの質問に答える安田先
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   場所：八雲町 小牧荘  26 名 

 研修内容：魚道調査方法と調査シートの記入方法 

       について 

 

 9 月 3 日：魚道調査方法 現地研修会  

   場所：せたな町砥歌川 10 名 

 研修内容：調査シートによる、魚道調査実地研修 

 

 9 月 23 日：魚道清掃ボランティア活動 

   場所：函館市戸井地区 原木川 

             参加者   60 名 

 

 

 

 10 月 31 日：幹事会 

     場所：函館建設業協会 16 名 

     議題：ＮＰＯ設立について 

 

平成１８年 

  1 月 23 日：幹事会 

     場所：函館建設業協会 13 名 

     議題：ＮＰＯ設立について 

 

  1 月 30 日：ＮＰＯ北海道魚道研究会設立総会 

      場所：花びしホテル 

          法人会員  31 社 

          個人会員   7 名 

   ＮＰＯ設立総会記念懇親会 

      場所：同 花びしホテル 

    ・魚道調査実施中間報告 

    ・データベース Web 版の紹介（開発中）   

 

魚道マップ作成活動（継続中） 

・既設魚道位置の聞き取り調査と資料収集活動 

・魚道調査フォーマットの作成 

・魚道調査方法の勉強会実施 

・既設魚道の現地調査実施 

・データベースｗｅｂ版のシステム開発 

 

以 上（平成１８年１月３０日現在） 
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研究会の活動 報道記事 新聞切り抜き 

平成１７年７月１２日 
北海道新聞 記事 

平成１７年７月１４日 
北海道新聞 夕刊記事 

平成１７年７月１３日 
函館新聞 記事 
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平成１７年７月１３日 
北海道新聞 道南記事 

平成１７年７月１４日 
北海道建設新聞 記事 
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平成１７年７月２７・２８・２９日 
北海道通信  特集記事 上・中・下 
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25
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平成１７年９月２７日 
北海道通信 記事 

平成１７年９月２７日 
北海道建設新聞 記事 
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 魚道データシート 
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電子国土Ｗｅｂシステムを使用して、 
サーバーにデータベースを構築。 

拡大地図で、魚道位置をプロット 
または、ＧＰＳデータを入力しプロット。

調査してきた魚道データを画面にしたがって、入力。 

魚道データベース構築 

 魚道データベース web 版 
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道南魚道研究会 会則 

（制定）平成１７年 ７月 １２日 

 

 

（名称） 

第１条 この会は、道南魚道研究会 といいます。 

 

（目的） 

第２条 この会は、魚の心が分る魚道づくりを最大のテーマに、魚道についての研究・啓蒙に関する事

業と維持管理のなかでボランティア活動を行い、自然環境の回復に寄与する事を目的とする。 

 

（事業） 

第３条 この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

    （１） 魚道に関する科学技術の振興を図る事業 

    （２） 河川に生息する水棲生物に関する学術、文化の振興を図る事業 

    （３） 河川環境の保全を図る事業 

    （４） 魚道の維持管理に関わる事業 

    （５） 河川に生息する魚類等の調査・研究に関わる事業 

 

（会員及び委員） 

第４条 この会の会員は、次の２種とします。 

 （１）法人会員  この会の目的に賛同して入会した企業・団体 

 （２）個人会員  この会の目的に賛同する個人 

２ この会は前項の会員の他に幹事会の議決により、この法人の目的に賛同し、学識経験をもとに、こ

の会の運営に助言と協力をもって参加する招聘研究委員をおくものとする。 

 

（入会） 

第５条 この会に入会しようとするものは、会長の承認を得なければならない。 

 

（会費） 

第６条 会費は、一法人年額 20,000 円、一個人年額 5,000 円とします。 

 

（退会） 

第７条  会員は、会長に退会届けを書面で提出して、任意に退会することが出来る。 
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（拠出金品の不返還） 

第８条 既納の入会金、会費及びその他の拠出金品は、返還しない。 

 

（運営） 

第９条 この会は、会員の志、意見、要求を基礎に運営され、考え方・経験・年齢にかかわりなく会員は

誰もが対等平等な関係であり、民主的な運営をなによりも大切にします。 

（政党との関係） 

第１０条 この会は、会員個人の思想信条の自由を保障し、会の目的を達成するために各政党とわけ

へだてなく接触しますが、会としては、特定の政党と特別な関係をもたないようにします。 

 

（機関） 

第１１条 この会に次の機関を置きます。 

  （１）会員総会  最高の決定機関で、①活動の総括、②活動方針の決定、③決算の承認、④ 

          3  予算の決定、⑤会則の改変、⑥幹事、会計監査の選出、⑦その他重要事項 

              3 を議決します。総会は、会員の 3 分の 2 以上の参加（委任状を含みます） 

              3 で成立します。定時総会は年 1 回開催し、幹事会が招集します。臨時総会 

          3  は会員の 3 分の 1 以上の要請、または幹事会が必要と認めたときに開催 

             します。 

  （２）幹事会   会員総会に次ぐ決定機関で、過半数（委任状も含めて）の出席で成立し、 

                原則として 2 ヶ月に 1 回開催し、その他会長と副会長が共に必要と 

              3 認めたとき、幹事の 3 分 の 1 以上の申し出があった場合に開催します。 

                幹事会の招集は会長が行います。 

  

  機関における議決は全員一致をめざして討議を深め、出席者の 3 分の 2 以上の賛成による 

  ものとします。会員は誰もが、自由に意見を述べる事ができます。会では、提出された意見 

  に対し誠実に検討・審議し、回答いたします。 

    

（役員） 

第１２条 この会に次の役員を置きます。 

  （１）幹  事   若干名とし、総会で選出します。 

  （２）会 長   会務の全般を統括し、内外に会を代表します。 

           3 会長は幹事会が決定し、幹事会において互選します。 

  （３）副 会 長   幹事会は必要に応じて副会長を選出することができます。副会長は会長 

               3 をたすけて会の全般を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行します。 

               3 副会長の人数は幹事会が決定し、幹事会において互選します。 

  （４）幹 事 長   会長をたすけて会の総務を統括し、会長に事故あるときはその職務を 

                 代行します。 
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             幹事長は 1 名とし、幹事会において互選します。 

  （５）会計監査  総会において 2 名選出します。 

             なお、役員の任期は 1 年とし、再任は妨げません。 

 

（事務局） 

第１３条 会の運営を円滑に行うため事務局を設け、事務局員をおきます。 

      事務局員の任免、待遇については会長もしくは、副会長の発議によって幹事会が 

        決定します。 

 

（財政） 

第１４条 この会の財政は、会費・特別会費・寄付金・その他の収入で運営します。 

 

（会計年度） 

第１５条 会計年度は、4 月 1 日より 3 月 31 日までとします。 

 

（会則の改廃） 

第１６条 この会則の改廃は、会員総会の決議を必要とします。 

 

（実施の年月日） 

第１７条 この会則は、2005 年 7 月 12 日より実施します。 
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道南魚道研究会役員名簿 

 

№ 役職 氏名 会社名 

1 会長 戸沼 平八 戸沼建設㈱ 

2 副会長 渡辺 敏明 渡辺建設㈱ 

3 副会長 久保 三雄 ㈱東鵬開発 

4 副会長 三好 博己 三好建設工業㈱ 

5 幹事長 中塚 卓朗 中塚建設㈱ 

6 会計監査 松原 英雄 ㈱松原組 

7 幹幹事 浅間 浩志 丸協土建㈱ 

8 幹幹事 松原 祐治 ㈱松原組 

9 幹幹事 林   進 
（財）林業土木コンサルタンツ 

函館事務所 

10 幹幹事 松村 英記 
（財）林業土木コンサルタンツ 

函館事務所 

11 幹幹事 松本 浩治   松本建設㈱ 

12 幹幹事 渡辺 亮一   松本建設㈱ 

13 幹事（事務局） 奈良 哲男 北日本技研㈱函館支店 

14 幹事（事務局） 上平 博司 三好建設工業㈱ 

15 幹事（事務局） 七崎 隆幸 ㈱東鵬開発 

16 幹事（事務局） 佐藤 哲也 戸沼建設㈱ 
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道南魚道研究会会員名簿 

平成 17 年 7 月 31 日現在 

（法人会員） 

№ 会社名 氏名 住所 電話 

01 戸沼建設㈱ 戸沼 平八 函館市湯川町 2 丁目 21 番 2 号 0138-57-1535

02 渡辺建設㈱ 渡辺 敏明 函館市鍛治 1 丁目 5 番 8 号 0138-51-3878

03 三好建設工業㈱ 三好 博己 函館市日ノ浜町 116 0138-85-2215

04 中塚建設㈱ 中塚 卓朗 松前郡福島町字三岳 73 番地の 1 01394-7-2053

05 ㈱東鵬開発 久保 三雄 函館市桔梗町 1 丁目 4 番 17 号 0138-46-4488

06 丸協土建㈱ 浅間 浩志 上磯郡木古内町字新道 107-7 01392-2-2226

07 ㈱松原組 松原 英雄 山越郡八雲町末広町 29 番地 01376-3-2511

08 
（財）林業土木ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ 

函館事務所 
林   進 函館市深堀町 2-3 0138-53-5965

09 
北 日 本 技 研 ㈱ 

函館支店 
奈良 哲男 函館市本通 2 丁目 17 番 10 号 0138-54-1175

10 松本建設㈱ 松本 浩治 瀬棚郡北桧山町字北桧山 258 番地 01378-4-5335

11 能登谷建設㈱ 能登谷謙一 桧山郡厚沢部町本町 108 01396-4-3329

12 ㈱小林建設 小林  誠 桧山郡上ノ国町大留 151 01395-5-2038

13 熊石開発㈱ 垣田 毅 爾志郡熊石町鮎川 178-1 01398-2-3600

14 北工建設㈱ 佐藤 佑二 瀬棚郡北桧山町字豊岡 114-7 01378-4-6363

15 林建設㈱ 中澤 俊夫 爾志群乙部町館浦 499 01396-2-2491

16 ㈱坂本建設 松下 正幸 瀬棚郡今金町字今金 594 01378-2-0278

17 関根建設工業㈱ 関根 浩一 函館市川汲町 1441 01372-2-3310

18 齊藤建設㈱ 齊藤 巧 上磯郡知内町重内 13 01392-5-6111

19 ㈱森川組 塩澤 義之 函館市海岸町 9-23 0138-41-3126

20 ㈱ノース技研 松田 豊治 函館市昭和３丁目 23-1 0138-43-6500

21 
㈱ 森 林 ﾃ ｸ ﾆ ｸ ｽ 

札幌支店函館営業所 
虻川 眞二 函館市深堀町 2 番 3 号 0138-56-8100

22 ㈱カイト 下倉 政志 桧山郡上ノ国町字大留 122 番地 01395-5-2511

23 
（ 財 ） 林 野 弘 済 会 

函館支部 
武下 秀雄 函館市駒場町 5-3 0138-52-2828

24 ㈱菅原組 菅原  修 函館市赤川町 199-7 0138-46-5646

25 ㈱ｻｯﾎﾟﾛ･ｴﾝｼﾞﾆﾔｰｽﾞ 森居  久 札幌市中央区南 7 条西 2 丁目 011-511-2119

26 ㈱海老原建設 菅原 碩行 奥尻郡奥尻町米岡 177 0138-57-6789

27 橘建設㈱ 坂下 正治 瀬棚郡瀬棚町字本町 403 番地 01378-7-3289

28 ㈱相互建設 大竹 勝幸 亀田郡七飯町字桜町 35 番地 0138-65-2561
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道南魚道研究会招聘委員名簿 

平成 17 年 8 月 31 日現在 

№ 所属 氏名 住所 電話 

01 
北海道大学 

水産学部 

教授 

桜井 泰憲
函館市港町 3 丁目 1 番 1 号 0138-40-8861

02 
北海道大学 

水産学部 

教授 

帰山 雅秀
函館市港町 3 丁目 1 番 1 号 0138-40-5605

03 
公立はこだて未来大学 

共同研究センター 

ｺｰﾃﾞィﾈｰﾀｰ 

鈴木 孝司
函館市亀田中の町 116-2 0138-34-6571

04 

公立はこだて未来大学 

ｼｽﾃﾑ情報科学部 

ｱｰｷﾃｸﾁｬ学科 

教授 

長野  章 
函館市亀田中の町 116-2 0138-34-6415

05 

公立はこだて未来大学 

ｼｽﾃﾑ情報科学部 

共同研究センター 

講師 

和田 雅昭
函館市亀田中の町 116-2 0138-34-6412

06 
函館工業高等専門学校 

機械工学科 

助教授 

本村 真治
函館市戸倉町 14 番 1 号 0138-59-6409

07 
函館工業高等専門学校 

環境都市工学科 

助教授 

澤村 秀治
函館市戸倉町 14 番 1 号 0138-59-6489

08 
日本大学理工学部 

土木工学科 

助教授 

安田 陽一

東京都千代田区神田駿河台

1-8 
03-3259-0409
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